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１ 単元のデザイン 

 

 

 

 

単元観 児童観 

小学校学習指導要領解説 算数編 

Ｃ 変化と関係 

ア 知識及び技能 

（ア）比例の関係の意味や性質を理解するこ 

と。 

（イ）比例の関係を用いた問題解決の方法に 

 ついて知ること。 

イ 思考力，判断力，表現力等 

（ア）伴って変わる二つの数量を見いだして，

それらの関係に着目し，目的に応じて表

や式，グラフを用いてそれらの関係を表

現して，変化や対応の特徴を見いだすこ

と。 

〔数学的活動〕 

ア 日常の事象を数理的に捉え問題を見いだ 

して解決し，解決過程を振り返り，結果や方

法を改善したり，日常生活等に生かしたりす

る活動。（比例の関係を発展的に考察する活動） 

〔指導計画の作成と内容の取扱い〕 

（２）数量や図形についての感覚を豊かにした

り,表やグラフを用いて表現する力を高め

たりするため，必要な場面においてコンピ

ュータなどの適切に活用すること。 

【本単元に係る学習に向かう姿勢】 

〇二つの数量について,それらの

関係に着目するとともに，表を

用いて関係を表現し,変化や特

徴を見いだすことができる児

童は 73%いる。 

〇変化や特徴を見いだしたり,結

果を振り返ったりしながら,考

察することができる児童は

79%いる。 

★処理のよさを見いだし,方法や

結果を今後の生活に生かそう

とする態度はまだ十分に身に

付いているとは言えない。 

〇学級の児童全員が調べたい数

量に関係する他の数量が,比例

の関係にあるかどうかを判断

できる。 

○本学級の児童は,第４学年から

算数科において,プログラミン

グを体験してきている。 

〇「スクラッチ」の活用をもとに，

学級の児童全員が問題の解決

には必要な手順があることや,

正確な繰り返しが必要な作業

をする際にコンピュータを用

いるとよいことを理解し，楽し

みながら問題を解決できる。 

① じゅんびテスト 

「表を使って考えよう（１）」 

② じゅんびテスト 

「表を使って考えよう（２）」 

問題 正答率 

❶変わる様子を表に表す。 95% 
FU対象児童

含む 

❷表をもとに変化や特徴を

考察する。 

87% 

 

〇①の結果から，数量の関係の変化や特徴

を見いだすことについての誤りを分析す

ると，図と表をつないだ問題解決ができ

ていないことがわかった。 

〇②の結果から，変化をもとに規則性を捉

えて表を書き足したり，単位量当たりの

考え方を使って立式したりしながら解決

することができていた。FU対象児童は表

を書き足して問題を解決しようとしてい

た。 

問題 正答率 

❶伴って変わる数量の関係

を表に表す。 

75% 
FU対象児童

含む 

❷伴って変わる数量をもと

に変化や特徴を見いだす。 

72% 
FU対象児童

含む 

❸表を縦や横に見たりしな

がら気づいたことを表現

する。 

85% 
FU対象児童

含む 

本単元で育みたい資質・能力 

変化する二つの数量を表に表すことを通して

見つけた,数量関係や規則性をもとに、テクノ

ロジーを活用して論理的に問題解決する力。 

 

 

指導観 

・本単元は，並び方と組み合わせ方について見つけた関係に着目し，表や式を用いて変化や対応の特徴について考察したことを

もとに，問題の解決に向けてコンピュータを活用しながら論理的思考力を育むことをねらいとしている。位置づけは，「比例・

反比例」，「表を使って考えよう（１）」の単元後に特設した。これまでに身に付けた数量関係の学びを基礎として，コンピュー

タの必要性を児童から引き出し，系統的に身に付けたプログラミング的思考を活用しながら，主体的に学習に取り組む態度を

育みたい。 

・2 学期から「四季っ子三大名人」の取組を振り返る活動を取り入れた。その達成に応じて 3本のマッチで作ったピラミッドを

増やしていくという，日々の自分たちの頑張りを「見える化」できる掲示物を作成した。最高学年としての態度を身に付ける

取組を本時の課題に関連付けることを通して，日常生活と問題解決の方法をスムーズにつなぎ，能率のよい処理の仕方を求め

ていこうとする態度を育てたい。 

・スクラッチの活用については，あくまでも論理的思考の育成をめざしての活用であるので，ブロックをつくるなどの作業は行

わない。児童の実態に応じ，3 種類のブロックのセットをもとに，自分にとってどれが適切かを判断し選択できる力も養いた

い。 

【本単元の目標】 

伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，目的に応じて表や式，グラフを用いてそれらの関

係を表現して，変化や対応の特徴を見いだすことを通して，問題を解決することができる。 

算数科 第６学年 廿日市市立四季が丘小学校 指導者 西本 真子 

   

 

 

 

 

思考力・判断力・表現力 

  「表を使って考えよう」 
   ～プログラミングでピラミッドの謎を解け！～                             

本単元で育成する資質・能力  

 

単
元
名 

令和２年１１月１３日（金） 

第 ６学年１組  

男子１９人 女子２０人 計４０人        



２ 単元の系統性から見たつまずきの要因分析とその手立てについて ※    ：対象児童のつまずきがみられる単元 

 

領域 Ｄ数量関係                           Ｃ関数  Ｄ資料の活用 

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 
中学校 

第１学年 

中学校 

第２学年 

中学校 

第３学年 

【１年】 

 

 

  

【３年】 

 

 

 

 

【５年】 

 

 

 

 

   

【２年】 

 

 

 

【４年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の評価規準   

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①比例の関係の意味や性質を理解し

ている。 

②比例の関係を用いた問題解決の方

法について知っている。 

① 伴って変わる二つの数量の関係

に着目し，目的に応じて表や式

を用いて表現して，変化や対応

の特徴を見いだしているととも

に，それらを日常生活に生かし

ている。 

①伴って変わる二つの数量について，

数学的に表現・処理したことを振り返

り，多面的に捉え検討してよりよいも

のを求めて粘り強く考えたり，数学の

よさに気付き学習したことを生活や

学習に活用しようとしたりしている。 

・簡単な表やグラフ 

・加法と減法の相互関係 

・乗法の場面を式に表す 

 

・百分率，円グラフ， 

帯グラフ 

・簡単な比例の関係 

・２つの数量の関係 

 

・二次元の表 

折れ線グラフ 

・加減の場面を式に表す 

・表や棒グラフ 

・除法の場面を式に表す 

・式と図の関連,□を使った式 

・文字を用いた式 

・表を使って考えよう 

 

・四則混合の式 

計算法則のまとめ 

・□，△などを用いた式 
・比 

 ・比例と反比例 

 

・資料の平均，度数分布 

・起こりうる場合 

 

・伴って変わる 

２つの数量の関係 

資料のち

らばりと

代表値 

確立 標本調査 

関数 

ｙ=ax² ・絵や図を用いた数量の表現 

【本単元で予想したつまずき】 

➊ 図のどの部分を求めるのか，また，

説明しているのかを捉えることが難

しいのではないか。 

 

❷ 自信をもってタブレットで操作する

ことが難しいのではないか。 

 

❸ つまずいた時に，何を手がかりとし

て解決できるかを判断することが難

しいのではないか。 

 

【昼休憩や放課後に行った支援】 

・つまずきが明らかになった第６学年の単元（文字を用いた式，比）に係る練習問題をし，確実な定着につなぐ。 

・図・式・言葉を関連付けながら四則計算の確実な定着につなぐ練習問題をする。 

・読書の楽しさにつなぐためのアプローチとして，中国新聞の４コマ漫画の短文をもとにゲーム感覚で状況把握や意味理解 

を促す。 

【つまずきの要因分析をもとにした手立てや支援】 

❶ 図を拡大したカードを用意したり，何を求めているかわか

るように図を動かしたり切り離したりできる資料を電子黒

板で提示したりするなどの視覚支援を取り入れる。 

 

❷ 操作できるブロックカードを用意し,ブロックの意味や手順を捉

えやすくする。 

 

❸ 情報の数や内容を変えたブロックセットを３種類用意しておき，

自分でブロックの種類を選択させる。また，課題解決のために必

要な情報は何かがわかるヒントカードを提示する。 

比例， 

反比例 
一次関数 



４ 指導と評価の計画（算数 全２時間）  

時 学 習 活 動 
評    価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に 
取り組む態度 

単 
元 
前 

・最高学年としての自覚をもとう（学級活動） 

１ 

課題の設定，情報の収集，整理分析， 

まとめ・創造・表現（算数科） 

・伴って変わる２つの数量を見つけだし，そ

の規則性をプログラムで表し，確かめる。 

 ・思①（ワークシート分

析，行動観察） 
 

２ 

まとめ・創造・表現，実行，振り返り 

（算数科） 

・日常生活における伴って変わる二つの数量

からその規則性を考察する。 

・知①②（ワークシート

分析，行動観察） 

 ・態①（ワークシート分

析，行動観察） 

 

５ 本単元における「思考・判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」の評価の関係 

 思考・判断・表現① 主体的に学習に取り組む態度① 

評価規準 ①伴って変わる二つの数量の関係に着目するととも

に，目的に応じて表や式を用いて表現して，変化や

対応の特徴を見いだしている。 

①伴って変わる二つの数量について，数学的に表現・処理

したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいもの

を求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学習した

ことを生活や学習に活用しようとしたりしている。 

「おおむね満

足できる」状況 

段の数とマッチ棒の数の変化に気づき，表やプログラム

を用いて変化や対応の特徴を考察している。 

遊園地のアトラクションの待ち時間と人数について考察した

ことを表に表すなど，これまでの学びや生活経験をふまえな

がら粘り強く問題を解き，これからの生活や学習に生かそうと

している。 

「十分満足で

きる」状況 

段の数とマッチ棒の数の変化に気づき，表や複数のプ

ログラムを用いて変化や対応の特徴を考察している。 

遊園地のアトラクションの待ち時間と人数について考察した

ことを表やグラフなどに表すなど，これまでの学びや生活経

験をふまえながら粘り強く問題を解き，これからの生活や学

習に生かそうとしている。 

６ 本時の目標 

 

 

７ 本時の展開 

 学習活動（時間） 

◇指導上の留意点 ・予想される児童の反応 ◆深い学びを促す教師の手立て 

 

 

 

評価規準 

（評価方法） 

課

題

の

設

定 

 

 

 

 

 

 

情

報

の

収

集 

１本時の問題を知り 

 めあてをつかむ。 

      （４分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 見通しをもつ。  

（３分） 

 

 

 

◆電子黒板に写真を提示し，２学期から頑張ってきたことを思い出させ，学

習への意欲を高める。 

◆ピラミッドの図から気付いたことをあげさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆課題を解決するための見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係に着目するとともに，表や式を用いて変化や対応の特徴を考

察することができる。                                 （思考力・判断

力・表現力） 

図のようにマッチ棒

を並べて，ピラミッド

を作ります。100段の

ピラミッドを作るに

は，マッチ棒が何本必

要ですか。 ○め表を使って２つの数が変わるきまりを見つけ出し，その特徴を考え

る。 

 ＦＵ対象児童への教師の手立て 

 

・１段のときは３本，２段だと３＋６で９本，３段だと３＋６＋９で 18本 

・三角形は３辺だから，３の倍数で増えていくと思うよ。 

・２つの数が変わる時は，表に表すときまりが見つかりそうだよ。 

 

＜表の見方を確認する＞ 

・表の上の段は，段の数・下の段は，マッチの本数。  

・表には２通りの見方があった。この問題は，表を横に見る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整

理

・

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

 

 

 

振

り

返

り 

 

 

３ ピラミッドの段

数とマッチ棒の数

の関係性を見つけ

る。  （１０分） 

個人→全体 

 

 

 

 

 

 

 

４ 100 段のピラミ

ッドを作るための

マッチ棒の本数を

スクラッチを使っ

て計算する。 

（１０分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめを

する。  （３分） 

 

 

６ 適応題をする。 

（１０分） 

 

 

 

７ 学習を振り返る。 

       （５分） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆１～５段までの図を示し，１段・２段と順にマッチ棒の合計を求め，２つ

の数の関係性を表に書き込ませる。 

 

 

 

 

 

◆表へ気づきを書くことができたら，増えた数の規則性を式で表すように促

す。 

◆「段の数が１段増えるごとに，前の段の本数に，３×その段の数分増える

こと」，しかし「その規則性は式では表せないこと」を確認する。 

 

◆２つの数の規則性は見つかったものの，計算で求めるには時間がかかるた

め，見つけた規則性をもとにプログラミングを使うと早く正しく答えを求

められることに気付かせ，スクラッチを使う必要性を感じさせる。 

◆表から見つけた規則性をもとに，ワークシートの図に計算の流れを書き込

ませる。 

◆ワークシートの図とブロックカードを結び付けながら，手順を確認させる。 

 

 

 

 

◆手元のプログラムが完成したら，スクラッチを操作し，１段・２段・３段の

数が正しく出てくるか確認した後，100段を確認させ，帰納的な考え方の手

順をとらせる。 

◆タブレットを使用し，お互いのワークシートをもとに，２人で手順を確認

しながら，プログラムを作らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆マッチ棒の本数に着目させ，何の倍数になりそうか予想させてから取り組

ませる。 

◆表のきまりを見つけ，その関係性を式で表した後に，プログラムを考えさ

せる。 

 

◇本時の学びをふり返り，学習してわかったことをワークシートに書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思】 

・２つの数が変

化する表から

規則性を見い

だし，式や図

をもとに，プ

ログラムを考

え，変化や対

応の特徴を考

察している。 

  (ワークシート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

○ふ２つの数の関係は見つけることができたけれど，100段のマッチ棒 

の数を求める式は見つかりませんでした。しかし，プログラミング 

で２つの数の関係を正しく入力すると，簡単に 100段で必要なマ 

ッチ棒の数を見つけることができました。三角形だからマッチ棒の 

増え方は３の段（辺の数）になっていたから，五角形だと５の段 

と，他の形で求めることができると思いました。もっといろいろな 

形で試してみたいです。 

  

❷ 操作できるブロックカードを用意し,ブロックの意味

や手順を捉えやすくする。 

❶ 図を拡大したプリントを用意したり，何を求めているか

わかるように図を動かしたり切り離したりできる資料を

電子黒板で提示したりするなどの視覚支援を取り入れる。 

○ま  段の数が１段増えるごとに、「前の段の本数＋３×その段数」で求

めることができ，100段でもスクラッチを使って正しい手順できま

りを並べると答えを求められる。 

 

❸ 情報の数や内容を変えたブロックセットを３種類用

意しておき，自分でブロックの種類を選択させる。また，

課題解決のために必要な情報は何かがわかるヒントカ

ードを提示する。 

 

 


